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はじめに




























﹁筑紫に流され給へりける皇子﹂であるとだけ簡単に紹介されており、続く文章はその娘吉野の尼君、さらにはその娘唐后との離別の話へ進んでいく。あっさりと触れられているため、そのまま流してしまいそうであるが、しかし﹁筑紫に流された皇子﹂とは一体、何が起こったのか、と立ち止まって考えてみたくなる事実である。実際に、歴史上また古典文学作品 は、複数の﹁筑紫に流された人物﹂がいる。その筆頭は菅原道真であろう。他にも、惟喬親王、在原行平 源高明、藤原伊周等がおり、そ ぞれ文学作品に各ドラマを残している。この上野の宮についても、詳細はわからないけれども、都 何か あったために筑紫に流されてしまったのだろうと推測させる。
︵聖︶ ﹁本体は、おのづから聞かせ給ふやうもはべらむ。
上野の宮と申しし人、世におはしき。身の才などこの世には過ぎて、
いとかしこうおはせしほどに、おほやけの御ため、直ぐな ぬうれへを負ひ給ひて、筑紫に流され給ひけるに、母もおはせざりけるむすめ一ところおはしましければ、とどむべきかたなくおぼしわびつつ、しひて下り給へりけるを、かしこにて父宮亡せ給ひにければ、⋮⋮そのころ 母方の御をぢ 、兵衛の督と聞こえける人の、大弐になりて下り給ひに が たづねとり聞こえて、率てのぼりたてまつり給ひにけるに、⋮⋮
 
︵巻三・二〇二︶
















て少なくしておいて、徐々に細部を明かしていくという語り方をしているのがわかる。少しずつ明かされる上野の宮 情報は、徐々に上野の宮が︿昔﹀悲劇的主人公 あったこと、そして彼のドラマが確かにこの世にあったのだという︿過去﹀を、 ﹁今﹂に浮かび上がらせ いくのである。具体的にそのドラマを書くことで読者を過去 ストーリーに乗せていくのではなく、小出しにされた︿過去﹀ 情報が、読者の頭 中で肉付けされドラマ化され、読者を︿過去﹀のストーリーに引き入れるという、観念的表現方法であり、これによって︿過去﹀の時間を物語本体とは別の次元 創出している。
吉野の尼君⑴――唐后との別れの場面
吉野の尼君は、前節で見たように、不遇の出生であり咎無くて左遷されたという過去を持つ上野の宮の娘である。父とともに









母・吉野の尼君と唐后の別れの場面は、右の﹁巻一・四三﹂では詳細に語られず、ともかく唐后の生まれと渡唐の事実が触 られるに留まる。その後、唐后の現在を語る場面に至って、唐后が﹁思い出す﹂ことで詳細が見えてくる。 ﹁今は﹂ということでいざ出発するそ 時、母が自分を抱きしめたこと、そのとき﹁今日をかぎりとおぼせ﹂と言って泣いていた を想起している。﹁母宮いかになり給ひにけむ﹂と思う﹁今﹂の唐后にとっては、后となって暮らす中国での﹁今﹂は﹁あらまほしうもおぼされず﹂ 、彼女の心を占めていたのは、あ 別れの瞬間に見た母 涙と いう強い言葉であった。
中国へやってきた中納言との出逢いの後、子どもを身ごもり、出産する。その子を中納言に託して日本へ送るために別れを余
儀なくされる。五歳当時に父親が見 夢と同様に、唐后も自分が親 立場に って子どもを人 預けねばならな という、かつての母と同じ状況に陥るのである。
泣く泣く寝入り給へる夢に、 ﹁これはこの世の人にてあるべからず。日本のかためなり。ただとく渡し給へ﹂と人 言ふを見て、さらば、と思ふもいとあはれなり。われもかの国に生れて、母君の御身を離れて渡り来しほど、かくこそありけめ。
﹁今
は﹂とて別れしあかつき、抱き給ひて、いみじう泣き給ひし面影は 今に身を離れぬ心地す。そのかはりに また れを渡してむずるかなしさ
母君のおはしけむも、かばかりにこそありけめ。ことの報い、げにあるわざにこそ、とおぼしつづく。
︵巻一・一一一︶









首を抱きて そひしを、船に乗るべき時過ぎぬと急ぎて別れし悲しさの、よろづの身の契り、宿世の憂さもゆゆしさも めて、こは、音にもいつか聞かむ、と思ひし心まどひの、かへすがへすそむきても捨てても、忘る 間なき まに似 るも、かれは親子と契りながら、この世 また逢 、音にだに聞くべうもあらずかし。こ こそは同じ世に かばかり心細きわが身に添ふべき人なんめりと、やうやう年の積 り、ものの心細きに、おぼ 知られてのちは、さこそ思ひ捨 給ひしかど、限りなう悲しきものに、おこなひのひまひ には、かき撫でつつおほし立てたてまつ 給ふに ⋮⋮
 
︵巻三・二二一︶
吉野の尼君は、唐后と別れたあと、太宰の大弐に連れら て都へ行き、帥の宮との間に子︵吉野の姫君︶をみごもることになる。出産した際には、 ﹁深からむ河などにも落として入れてよ﹂と憎むほど、かつて愛する女児︵唐后︶ 手放さなくてはならなかった︿過去﹀が、彼女にとって悲痛な出来事だったことを想像させる。再び愛すべき存在が生まれてしまったことで、その愛する存在と再び無理矢理に別れさせられてしまうか しれないという︿過去﹀の再燃の可能性が、彼 の胸を苦しめるのであろう。もう二度とあのような悲しみは味わいたくないのに、また女児が誕生してしまったことに対するつらさが、 ﹁見ず聞かじ﹂という発言にこめられている。そのような気持ちにより、姫君との距離を一定に保 て た尼君であったが、姫君が四、 五歳になった頃、かわいらしく遊んでいた様子が、かつての唐后に似ていると て目に まる。今、姫君は別れた時の唐后の年齢 同じであ 。つまり、尼君の脳裏において時間が止まって る唐后の姿である。ゆえ 、そのまま尼 脳内は︿過去﹀ 時間へ入っていく﹁いざよ、母もろともに﹂ ︱︱。いざ別れの場面になって、しかしそうとは知らずに無邪気に﹁お母さんも一緒に行こうよ﹂と
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首に抱きつく娘︵唐后︶ 。悲しみをこらえきれずに娘を抱きしめる。 ︵この場面が唐后の記憶に残っていた。 ︶いよいよ母は別れたくなくて、 ﹁船に乗るべき時過ぎぬ﹂と言わ 、仕方なしに﹁急ぎて別れ﹂ることになった悲しさが蘇る。首に抱きついた娘が、おそらく第三者によって引き離され、せわしなく別 させられた、その悲しい名残しか母の記憶にはない。唐后の回想して ﹁今日をかぎりとおぼせ﹂という強い言葉は そのような の瞬間に、とっさに口から出さざるをえなかった、尼君の覚悟であろう。唐后が受け取っ いたような、強い母親像などではなかった。
また、ここでの﹁いざよ、母もろともに﹂という言葉には、二つの声が重なっている。この唐后の言葉を回想したのは、吉野
の姫君がかわいらし 遊んで る時であった。こ まで尼君 、姫君との距離を置いていたため、おそらく姫君が母君とともに遊ぶことも少なかったと想像される。しかし ここで姫君は母 一緒に遊ぼうと思ったのではなかったか。そして﹁いざよ、母もろともに﹂と無邪気に声をかけたのではなか か その声とかつての唐后 声が重複 聞こえた尼君は、あ 別れの場面へと引きずり込まれたのである。この後 見ず聞かじ﹂と憎んでいた尼君も 姫君へ愛情を抱くようになったのは言うまでもない。
このようにして、 ﹁別れ﹂という一つの場面が、両者の視点によって捉え直される。そして、 ﹁今﹂を語る物語進行の中で、登
場人物たちが途端に︿過去﹀の時空へと旅立つ。その描写そのものはいとも簡単なものであるけれども 短い文にこめられた︿過去﹀の時空は、想像すれば実に大きなものである。登場人物 ちは壮大 ︿過去﹀を胸に秘めながら 今﹂を生きている。そのため﹁今﹂の世の中は、唐后の言葉にあったように﹁あらまほ うもおぼされず 、むなしく映る。かたや、語られ い︿過去﹀の時空の方にこそ、ドラマが夢幻的に立ち現れる。
吉野の尼君⑵――漂浪する半生
唐后との別れ以降、尼君には、寂しく浮き漂うような日々が待っていた。物語には、巻三で登場する尼君であ が、その︿過









ありさまを聞かむと、明け暮れなげき、仏を念じ給ふ孝 心い じくあはれなれど こと世界の人に りて、別れて ち、この思ひかなふべうもあらねば、この世の人に縁を結びて 深き心をしめさせて、もの思ひ せちなるゆゑに あつ はせむと方便し給へるに、ここにまた、このむすめのたづきを見置 て、心やすく後生祈らむと思ひ給ふ心の一つ 行き合 、この姫君 たづきも、この人な べきぞ﹂といふ 見やれば、⑪いふかぎり 清らなる男 あるを われを助けむとて、仏の変じ給へる人にこそあんなれ、と思ひて、拝むと見給ひしに、こ 中納言のたづねおは て ⋮⋮
 
︵巻三・二二六︶
中納言が渡唐し、唐后に出逢い、子が生まれ、帰京するという三年間ほどの年月の間の裏側に、吉野の尼君はそれ以上に長い年月を送っていた。記載順番の出来事を時系列に組み直してみると、順番そのものは⑦の聖と上野の宮との若かりし頃の関係が見えてくること以外は大きく違わない。しかし、⑦が出来事の発端になることで、⑤と⑨ 聖を頼むという記載にこめら た意味合いが変わってくることに注目したい。尼君が筑紫 いて、都に戻ってきてから、いつ、ど ようにして なぜ、聖に会ったのか、またなぜ聖は﹁聖﹂になったのか、記載順番の流れ 乗っているだけではあまりよく見えてこないのだが、時系列のように並べてみると、尼君が太宰の大弐に連れられて都に戻り 帥の宮と関係を持ったあたりから、彼女 嘆きがますます深まるとともに、都で唯一頼れる存在として、父の古き友人であった聖が浮上し 聖の存在 彼女の出家の事実が重ね合わせられていくが読み取れる。そもそも左遷された上野の宮 古き友人が今﹁聖﹂にな 事実から一定の︿過去﹀ 想起される。そしてこの出逢いが、その後の聖の渡唐へとつながって く。聖渡唐時 は すでに唐后は﹁后﹂になっていた︵⑩︶ 。聖の報
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はその後も続くが、その都度、運命に身を任せて生きてきた。娘︵唐后︶を手放した頃から、耐えられない悲痛を与えられ、続く吉野の姫君出産に至っては、とうとう出家を決意する。その後、尼君は、唐后を手放した︿過去﹀を心に留めながら、仏に身を委ねて生きる。 ︿唐后﹀を求める﹁心﹂ 従い、仏の御心を信じて、あらゆる言葉を信じ抜いて生きる。そして最終的に往生までする。 ︿大過去﹀に始発す 六十年間の壮大で夢幻的な物語は、いわば尼君の物語である。
中納言の︿過去﹀とドラマ
一方で、中納言のドラマはわずか五年と短い。生まれから考えれば二五年になるが、上野の宮・尼君のドラマに比べれば短い。
その中納言にとっての︿過去﹀とは何であるか。尼君にとって﹁父・上野の宮﹂であっ ように、中納 にとって、 ﹁父・式部卿宮﹂ ︵ちなみに、道半ばにし 死す﹁宮﹂であることも共通する︶である。
御年七つ八つばかりにて、うつくしうて、うるはしく鬢づら結ひ、しやうぞきておはす。ありし御面影にはおはせねど、あはれに、さぞかしと見たてまつるに、涙もこぼるる心地し給ふ。皇子も御けし かはりて、おほかたのことども仰 られて、言葉にはのたまはで、昔を忘れぬに、かく逢ひ見つ よ のあはれを書きて賜はせたるに、いみじう念ずれど涙とまらず。
︵巻一・三五︶
中国の第三皇子に転生した父親に会いに行って、再会を果たした場面であ 。 御年七つ八つばかり﹂という子ども姿の父親は、﹁ありし御面影にはおはせねど﹂とあるように、かつての父親の姿ではない。中納言は﹁さぞかし﹂と、 ﹁この人が父親であるのだろう﹂と思って見てみると、 ﹁涙もこぼるる心地﹂がして る。見 目が全く違いながらも、おそらくこの人がそ であるのならば、嬉しくも悲しくも感情があふれ出しそう なるのは、彼の頭の中にかつての父親との思い出が彷彿とされてく からで
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中納言との因縁を唐后に説明する皇子の言葉に、 ﹁御心にもうとくなおぼしめしなさせ給ひそ﹂とある。これ 、 ﹃源氏物語﹄ ﹁桐壺﹂巻において、藤壺と光源氏が親子のように見えると言い、二人の距離を縮めしめた桐壺帝の言葉﹁な疎み給ひそ﹂ 通じるこれにより、光源氏にとって藤壺は﹁父﹂ 妻であることが自然と強調されてくることからも、 ﹃浜松﹄ おける当該場面も、父は︿過去﹀の父だけではいられず、壁としての︿父﹀という象徴に る。
また、唐の都で安定しているとは言えない唐后の状態について、都と河陽県を行き来する皇子の心は、基本的には唐后の息子








































































いたことの現れとして解釈 ことになろうが、それは中納言の﹁認識﹂ 欲望 としても言えることなのではないだろ か。つまり、乳母は、自分を育てた人物として自分との離別を何よりも悲しがってしかるべき人物であるから、かくも変貌したように見えてくるのであり、同じく自分を愛 いるはずの母につい も同様の変貌が期待されるからこそ、 ﹁上もかやう や﹂と﹁あはれ﹂がり、実際に母を見たときに、そ 風貌は﹁期待 たとおり﹂に変貌 てい ければならない。反対に大君について 、出家したとはいえ 愛すべき対象とし 、今もなお美しい姫君であり、渡唐前となんら変わっていてはいけないのである。⑷唐后・山陰の女・女房
中納言は、唐后に会った後、ほかに︿二人の女性﹀を見知る。読者はそれがすべて唐后であることを知っているが、中納言は






︵唐后︶内も外もしめじめとして、御簾のうちのにほひ、えも言はずかをり出でたるなど、春の夜の夢の名残、いまだわが身にしみかへり、その夜通ひし袖の移り香は、百歩のほかにもとほるばかりにて、世のつねの薫物にも似ず、あかずかなしき恋のかたみと思ふにほひ まがへる心地するに、思ひも寄らずながら、すずろに涙もとまらず。︵女房︶琴おし寄せ給へれば、団扇を置きて、柱にかくろへたれど、ささやかに うたきやうだい、后の菊見給ひし夕べ思ひ出でらるれど、うつたへに后をかくて据ゑた まつりて、弾かせ給は ものと思ひ寄らねば、さりげなきしり目にとどめて見れば、春の夜の月かげに見し人と見るに、目もくる 。
 
︵巻一・九八︶













































































﹁思ひ放つまじき人、率て渡したてまつり給ふを、見入れたてまつるべきやうに御消息にはべるは、いづこに﹂と問ひ給ふ、ありのままに知らせたてまつるべき らねば ﹁かの御身にも離 ざりける人の持給へりし稚児の、いとらうたくはべりしかば、かの世界にも、こと 頼もしきよすがなどもなきやうに見え給へりしかば、か 宮のうちにも御覧じ れなどして、さ申させ給ひけるにや。さるべからむ折に、率 参らむ など聞こえ給ふ。
 
︵巻三・二一六︶
右の文章は乳母に対して、左は吉野の尼君へ、中納言が、唐后との間の若君について釈明する場面である。真実を述べられないという事情もあるけれども、中納言は漠然とした︿嘘﹀をつき続ける。乳母も吉野の尼君も、その︿言葉﹀を信じ抜いて生きていく。一人中納言は、 ︿偽﹀の発言を自分 ︿言葉﹀として持ち、生きていくのである。吉野の尼君は言葉を信じ抜いて往生を遂げたけれども、中納言は、自ら ︿ 葉﹀が漂流 ていることを自覚しながら生きていくのであり、最終的には自らの︿偽﹀なる︿言葉﹀によって、彼自身の︿過去﹀であった父親の過去すら変貌させてしまったのである。
茫漠とした時間
中納言のドラマは、父の死という過去に始まり、父の過去を塗り替えてしまうという現在を迎えるドラマである。上野の宮の






e are such stuff as dream
s are m
ade on, and our little life is rounded w
ith a sleep. │第四幕第一場
物語全体に夢が多く描かれ、転生が実現するなど、夢を含めた非現実的な事柄が現実に先行するというのが、その感想の根拠である。だが、実際には、 ︿大過去﹀を持つ尼君の壮大な時間が、回想によって夢幻的に創出されていく一方で、尼君のような壮大な︿過去﹀を持たない中納言の人生が、ただただ茫漠としたものに映ってくるからであ 。物語時間や物語世界の構築方法は様々で けれども、 ﹃浜松﹄の場合は、父なる︿過去﹀を喪失し、現実︵言葉︶が希薄な男を、昔物語と同じ﹁源氏﹂とす中納言のドラマを描くことで、世界を茫漠とする視点を案出すると同時に 一方で尼君の回想される壮大な時間のドラマを描くことで、物語全体を夢幻的 する方法を創出している。
さらには、遺言︵言葉︶が未来を縛る呪力を持つ昔物語の世界構築方法は尼君のドラマに、 ﹁宇治十帖﹂以降底流している自
己存在の追求を中納言のドラマに二分させるこ 、そ て 現実と非現実 リアリティと幻想を描くことは、前時代を受 つつ次代へとつながる世界構築の表現方法である。 意味で ﹃浜松﹄は物語文学史上のまさ 転換期に位置づけられる作品であ︻注︼注
1 
伊藤守幸﹁ ﹃浜松中納言物語﹄と﹃豊饒の海﹄ ︱輪廻転生思想と文学︱﹂ ︵ ﹃文芸研究﹄
93、一九八〇年一月︶ 、同﹁ ﹃浜松中納言物語﹄の反中心
性﹂ ︵ ﹃文芸研究﹄
97、一九八一年︶ 、神田龍身﹁ ﹃浜松中納言物語﹄幻視行︱憧憬のゆくえ︱﹂ ︵ ﹃文芸と批評﹄
5│
5、一九八〇年︶ 、牧野優樹
﹁ ﹃浜松中納言物語﹄の春の夜の夢﹂ ︵ ﹃学芸古典文学﹄第八号、二〇一五年︶
注
2 










































松中納言物語﹄ 、唐后転生を待つも ﹂ ︵ ﹃中古文学﹄二〇一三年五月︶は、長恨歌や聖の預言を踏まえ、唐后が転生する き姫君の死が予感されること、転生後には中納言の死が想像されることを指摘する。鈴木泰恵﹁ ﹃浜松中納言物語﹄の境域と夢﹂ ︵ ﹃狭衣物語／批評﹄二〇〇七年︶は、転生がどうなるかという可能性を残している点で、 豊饒 海﹄ は異なり空虚を描いてはいないとする。
注
14 
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